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　いにしえの映画つれづれ 24　　
映画スターとテレビスターの間
　　　　　　　　　 千 葉 豹一郎　

今年は放送開始百年ということで、過去の

歴史を振り返る企画が目白押しだ。この間の

一番大きな出来事は、何といってもテレビ放

送の開始だろう。

昭和28 年2 月1 日にNHK が歴史的な放

送開始。当初は海のものとも山のものともつ

かないテレビだったが、たちまち大人気を博

した。しかし、これを喜ばなかった人々がい

た。他ならぬ映画界である。隆盛を誇ってい

た映画各社は、この新たに勃興した媒体を警

戒し、”電気紙芝居“と揶揄しながらも敵視

するようになる。金を払わなければ観られな

かったものが、茶の間に居ながらにしてタダ

で視られるようになるのだから、危機感を抱

くのも当然だった。前回述べたように、折し

も東宝、松竹、大映、東映、新東宝の五社は、制

作を再開した日活の俳優や監督らスタッフ

の引き抜きを防止するための五社協定を締

結。各社は同時期に登場したテレビに対し、

専属俳優の貸し出し拒否を申し合わせた。そ

のため、俳優座や文学座などの新劇や歌舞

伎、新国劇、ラジオの声優、あるいは発掘した

新人などに頼らざるを得ず、新たなスターが

テレビから生まれた。こうしたテレビを主に

する新顔のスターと従前の映画スターに違

いはあるのだろうか？また、両者を区別する

意味や必要がはたしてあるのだろうか？

映画界の抵抗にもかかわらず、昭和33 年

をピークに映画人口は減少の一途をたどり、

同年に放映された傑作ドラマ「マンモスタ

ワー」は、日の出の勢いのテレビ界と落日の

映画界との対比を通し映画界の苦悩と未来

とを暗示した。衰退する映画界は日活は石原

裕次郎のスキー事故による長期入院、赤木圭

一郎の交通事故死、松竹も高橋貞二と佐田啓

二の交通事故死や名匠小津安二郎の死去、東

宝は原節子の引退、大映は巨匠溝口健二の死

去や長谷川一夫の映画からの撤退と市川雷

蔵の早世など、稼ぎ頭のトップスターの不在

とういう不運が追い打ちをかけた。昭和30

年代前半には東映、大映などがテレビへ進出

し、「白馬童子」や「少年ジェット」などの番

黒澤明との最後の作品になった「赤ひげ」（65）。黒澤との名コンビで
一世を風靡した大スター三船敏郎もテレビに出演するようになって。

石原裕次郎のテレビ出演は、この「ある兵士の賭け」（70）の
興行的失敗も一因といわれる。
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組が人気を呼んで他社も続いた。トップクラ

スのスターもテレビに出演し始め、佐田啓二

はその矢先の突然の死だった。長谷川一夫、

中村（萬屋）錦之助、大川橋蔵、片岡千恵蔵ら

も後に続いたが、映画を本編と呼び、〇△テ

レビ初出演！などと謳って、映画への執着は

まだ強かった。しかし、映画会社の専属制も

崩壊し、戦後最大の映画スター三船敏郎や石

原裕次郎、勝新太郎らも自身のプロダクショ

ンを持っていたこともあってシリーズ物に

出演するようになり、日本においては映画を

主とする映画スターは事実上いなくなった

も同然だった。「太陽にほえろ！」をはじめと

した人気番組でこれら全盛期の映画スター

を知ってファンになった若い層も多く、思わ

ぬメリットも大きかった。寅さんシリーズの

渥美清、高倉健が映画スターの孤高を守って

いたが、渥美は当初はテレビが多く、高倉も

わずかながら「あにき」というシリーズ物も

あり時折単発のテレビ出演もあって、テレビ

に出演しなかった映画スターは皆無といえ

る。このような経緯から日本においては映画

スターとテレビスターという区別はあまり

なく、両者の確執もほとんどないといっても

いいだろう。近年ではテレビ局主導の映画も

多く、映画の出身のスターがほぼいなくなっ

た昨今ではなおのことだ。

アメリカでも戦後の1947 年に放送の始

まったテレビに対し、映画各社は当初から警

戒感をあらわにし着々と対抗策を練ってい

た。1950 年代前半から3D 立体映画や20

世紀フォックスが開発したシネマスコープ

による「聖衣」（53）、パラマウントのビス

タビジョンによる「ホワイト・クリスマス」

（54）などの大型画面による作品を立て続

けに世に送り出した。テレビでは絶対に味

わえない劇場ならではの大画面を活かした

趣向で、観客を呼び戻そうという腹だった。

とくに“飛び出す映画”と喧伝された立体映

画は、それを計算して撮影され、画面から飛

んでくる槍を反射的に避けようとした観客

が椅子から転げ落ちたという逸話も残って

いる。しかし、赤と青の簡易メガネをかける

煩わしさも敬遠され、あっという間に廃れて

しまった。ビスタビジョンも専用の特殊な映

写機を必要とすることがネックとなって普

及せず、いずれも大幅な集客にはつながらな

かった。一方のテレビは当初の30 分枠から

１時間枠の番組が増え、内容的にも成長著し

かった。映画とは制作費に大差のあることは

日本と同様だったが、日本のように映画会

社が一丸となって専属俳優の貸し出しを禁

じたというわけではなかった。多くの俳優た

ちがテレビの将来に懐疑的で、様子見の状態

だった。とくに有名スターともなると失敗す

ればキャリアにも響き、慎重にならざるを得

なかった。そのため、初期に台頭したのは新

人や映画でパっとしなかった2 線級の俳優

たちだった。

その中で、日本では草創期にNHK で放送

されて大人気を得た「ハイウェイ・パトロー

ル」のブロデリック・

ク ロ フ ォ ー ド は、

「オール・ザ・キング

スメン」（49）でアカ

デミー主演賞にも輝

いたれっきとしたオ

ス カ ー ス タ ー だ っ

た。ただ、この映画は

アメリカの恥部を描

い た 作 品 だ っ た た

め、「紳士協定」（47）

な ど と 共 に 占 領 下

だった日本には未輸

入で長く公開されな

かった。それゆえ、日

本ではクロフォード

がオスカースターだ

ということがあまり

知 ら れ て い な か っ

たが、題名より先に

Broderick Crawford 

Starring in~ と大きく

出て最大級のビリングで扱われ、大物俳優

のテレビ出演は驚きをもって受け止められ

た。もっとも、当のクロフォードはオスカー

受賞後も、B 級映画の悪役なども演じてあま

りこだわりはなかったようで、後年には日本

の「人間の証明」（77）にも出演した。当初は

シンジケーション番組だった「ハイウェイ・

パトロール」が徐々に人気を得て全国で放送

されるようになると、地味な存在だったクロ

フォードは一気に有名人となり風向きが変

わってきた。戦前からの人気スターのロバー

ト・ヤングが「パパは何でも知っている」、「地

上より永遠に」（53）でアカデミー助演賞を

得たドナ・リードが「うちのママは世界一」、

フレッド・マクマレーが「パパ大好き」でテ

レビに進出し、「風と共に散る」（56）でアカ

デミー助演賞の候補にもなったロバート・

スタックも「アンタッチャブル」で大ブレー

クして、いずれも活躍の場をテレビに移行し

ていった。放送開始から10 年余りを経てテ

映画スターとテレビスターの間　

初の簡易メガネによる3D立体カラー長編劇映画「ブワナの悪魔」
（52）。戦前からの映画スターのロバート・スタックはこの映画を含め
主演作も多かったが、「アンタッチャブル」の大ヒットでイメージが固
定し他のシリーズも映画もパっとしなかった。
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レビはますます勢いを増して全盛期を迎え、

後世に残るヒット番組が次々と生まれた。対

して映画界は斜陽の一途をたどり、各撮影所

ではテレビ撮影の方が盛んで、大МGМ にロ

バート・ボーン、デビッド・マッカラム主演

の「0011　ナポレオン・ソロ」専用のスタ

ジオが出来たりもした。

映画雑誌などでも映画の斜陽を伝える記

事がよく見られ、往年のスターたちも失業状

態に陥った。背に腹は代えられず、1970 年

前後にかつてのトップスターたちが相次い

でテレビシリーズに主演して話題になった。

すなわち、ジェームス・スチュワートの「陽

気なハワード一家」、ヘンリー・フォンダの

「刑事物語」、グレン・フォードの「保安官サ

ム・ケイド」、アンソニー・クインの「The 

Man and the City 」などである。しかし、

揃って不成功に終わり、テレビでは大スター

のご威光がもはや通じないことをまざまざ

見せつけた。内容的にはそれほど悪くはな

かったものの、彼らを引っ張り出した意味が

見いだせず、大スターの昔の名前に寄りか

かった安易な企画だったことは否めなかっ

た。年齢的にも盛りを過ぎていたことも災

いしたといえよう。フォンダは1950 年代

末の「胸に輝く銀の星」も、主演と謳いなが

ら出番の少ないことに詐欺だという非難も

あって長続きしなかった。舞台人との自覚が

強いフォンダは意に介さなかったようだが、

クインの失望と落胆は大きかった。上記の中

で「The Man and the City」のみが日本未

放映で、パイロット版が「灰色のハイウェイ」

のタイトルで深夜の映画枠で放送された。そ

れを視た限りではおもしろくはなく、裏番組

の探偵物「マニックス」やアンソロジーのミ

ステリー「ナイト・ギャラリー」に抑え込ま

れ、シーズン途中のわずか15 本で打ち切ら

れ一番短命だった。

そこへ「マニックス」の主演者マイク・コ

ナーズが、日頃テレビスターを見下している

のに何たる様だ！いい気味だ、とこき下ろし

たからたまらない。これにクインが猛反撃し

て、泥仕合となった。ほめられた”論争“では

ないが、たしかにそういう偏見はあったよう

で　いみじくも両者の関係を象徴している

ともいえた。「刑事マディガン」（68）や「ダー

ティハリー」（71）で知られるベテランのハ

リー・ガーディノも、「テレビの仕事をやっ

ているとバカバカしくて酒の量が増えて困

る」と発言し物議をかもしたことがあった。

コナーズはB 級映画を経て囮捜査官を好

演した「タイトロープ」で人気急騰し、映画

に返り咲いた。ジャック・レモンの「ちょっ

とご主人貸して」（64）やスーザン・ヘイワー

映画スターとテレビスターの間

「必殺の一弾」（56）などで50年代の人気スターだったグレン・フォード
は、60年代に入るとアルコール依存症も進んで低迷。テレビも失敗し、
引退同然になりながらも90歳の長寿を全うした。

大スターのジェームス・スチュワートも、テレビでは神通力が発揮で
きなかった
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ドの「愛よいずこ」（64）、名作「駅馬車」（39）

のカラー・リメイク版（66）などに出演し

たが成功せず、67 年スタートの「マニック

ス」で再び人気者となっていた。もっとも、テ

レビの人気者たちも映画に比べて制作費も

ギャラも格段に低く、拘束時間も長いうえに

スケジュールも過酷なテレビより、映画へ行

きたいというのが本音だった。毎回同じよう

な展開のテレビは俳優としてもやりがいに

乏しく、人気番組であればあるほどイメー

ジが固定するという宿命も背負って多くは

うまく転身できなかった。「スーパーマン」の

ジョージ・リーブスの自殺（「ハリウッドラ

ンド」（06）で描かれたように事故、他殺説も

ある）は極端にしても、「ベン・ケーシー」の

ビンセント・エドワーズ、「逃亡者」のデビッ

ド・ジャンセン、「サンセット77」のエド・

バーンズなど、数え上げれば切りがない。映

画への凱旋に成功したのは、「シカゴ特捜隊

М」のリー・マービン、「拳銃無宿」のスティー

ブ・マックイーン、「ローハイド」のクリント・

イーストウッド、「カメラマン・コバック」の

チャールズ・ブロンスンくらいで、マービン

は「キャット・バルー」

（65）でアカデミー主

演賞まで得た。コナー

ズの他、「ペリー・メイ

スン」「鬼警部アイアン

サイド」のレイモンド・

バー、「サンセット77」

「FBI　アメリカ連邦警

察」のエフレム・ジン

バリスト・ジュニアの

ように、複数の人気シ

リーズでテレビテレビ

界に確固たる地位を築

いた面々もいる一方、

ほぼ一本で消えてし

まった一発屋も珍しく

ない。映画を主に「サー

フサイド6」との両輪

だ っ た ト ロ イ・ド ナ

ヒューも、三日天下で

ワーナー最後の専属となって消えてしまっ

た。

だが、ブラウン管では生き生きと動き回っ

ていた面々も映画では精彩を欠いて主要な

役ではないことも多く、日本よりいろいろな

面で映画とテレビの格差の大きいことが、

両者の反目の原因となってそれが前述のよ

うな偏見につながったようだ。ただ、映画と

テレビとではファン層がまったく違い、日

本の外画ドラマ全盛期に創刊された「テレ

ビジョンエイジ」（後に休刊）と「映画の友」

や「スクリーン」などとは、驚くほど被る部

分がなかった。両者の棲み分けができている

ということで、むしろ、劇場でたまに観るス

ターより、毎週お目にかかるテレビスターに

より親しみを感じる人も多かったようだ。映

画スターとして将来を嘱望されながら人気

急降下し、テレビの「特攻野郎　A チーム」

で見事復活したジョージ・ペパード、近年で

は「ER」から映画のトップスターとなった

ジョージ・クルーニーのような例もあり、テ

レビのギャラもかなり高騰している。以上の

ことから、強いて映画スターとテレビスター

を分ける必要も意味もまったくなないとい

えるだろう。舞台俳優を一番上に見るのは日

本も諸外国も共通しており、テレビで人気を

得たスターが舞台俳優であることも珍しく

ないのだからなおさらだ。かつて、新劇界の

大御所だった芥川比呂志（芥川龍之介の長

男）もバリバリのアクション物の「ゴールド

アイ」というドラマにレギュラー出演して世

間をあっと言わせたが、「ハムレット」などの

文芸物でもアクションの場面があったりす

るのだから、両者を区別する必要はまったく

ない、とインタビューで断言している（この

シリーズは大人気ドラマ「ザ・ガードマン」

と後半部分がかち合ったため短命に終わっ

たが）。あえてジャンル分けして、さまざまな

面で格差をつけようとする無意味さを戒め

たとも取れる。もし映画スターとテレビス

ターに差異があるとすれば、あくまで各自の

資質や力量の問題で、演技の広がりが少ない

テレビスターが不利なのは致し方ないだろ

う。もっとも、映画偏重の姿勢は根強く、映画

評論家は数あれど、テレビも手がける評論家

はごくわずかだ。そのため、テレビに関する

論評や研究、歴史などが映画に比べて手薄に

なっているのは好ましくない状況だ。勃興し

たのは映画が先とはいえ、同じ映像なのだか

ら無用なライバル心など持たずに共存する

のが正しい方向ではないか、と強く思うのだ

が・・・。

映画スターとテレビスターの間

著者紹介
千葉豹一郎
作家・評論家。著書に「法律社会の歩

き方」（丸善）「スクリーンを横切った猫た
ち」（ワイズ出版）（電子版はアドレナライ
ズ）「昭和30 年代の備忘録（電子版）」（ユ
ニワールド）「猫と映画人（電子版）」（ア
ドレナライズ）等の他、「東京新聞」「ミス
テリマガジン」（早川書房）「猫生活」（緑書
房）等をはじめ連載も多数。独特の切り口
で草創期からの外画ドラマの研究や紹介
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＊当書 DVD 版は、月刊 FDI 編集部にて＊
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